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【概 要】

コンピュータのハードディスクに代表される磁気記録媒体の記録密度は年々急上昇しつ

つあり、記録密度１テラビット／平方インチが要求され始めている。本研究では、５ナ

ノメーター以下の平均粒径を持ち、方位が揃い、非磁性絶縁膜中で孤立分散した硬質磁

性・規則合金ナノ粒子の高密度分散膜を、気相急冷法を利用して低温基板上に形成し、

（１）硬磁気特性とナノ粒子内原子配列の規則度との関係 （２）室温硬質磁性発現とナ、

ノ粒子サイズとの関係などの検討を行い、次世代型の超高密度磁気記録媒体材料を実現

する際に重要となる「ナノ粒子磁性とナノ粒子構造・形態との関連性」を明らかにする

ことを目的としている。具体的には、高保磁力を有する５ナノメーター以下の大きさの

L1o 型 FePt、FePd 規則合金孤立ナノ粒子を 300 ℃程度以下の低温基板上に配向成長さ

せる条件の探索、ならびに、電子線構造解析を用いたこれら２次元分散規則合金ナノ粒

子の原子配列の規則度精密測定法の確立、などを主なテーマとして掲げ、研究を行う。

【期待される成果】

本研究では、単結晶基板上エピタキシャル成長を利用し、気相急冷により、非晶質ア

ルミナ膜中に L1o 規則合金・硬質磁性 FePt, FePd ナノ粒子が２次元高密度分散した膜

の低温合成を行う。この研究で得られるナノ粒子膜は、次世代超高密度磁気記録媒体と

しての要請 すなわち (1)硬質磁性粒子の 2 次元均一分散 (2)粒子サイズ 5nm 以下 (3)、 、 、 、

非磁性絶縁体による粒子の隔絶、(4)粒子磁化容易軸の膜面内あるいは面垂直配向、(5)合

成温度 300 ℃程度以下、などを満足する。一方で､「ナノ粒子磁性とナノ粒子構造・形

態との関連性」を明らかにすることで、次世代超高密度磁気記録媒体創製に関する基礎

的知見が得られる。
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